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　富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１　取組み期間　　　　　令和6年4月1日～令和7年3月31日

２　取組みの実施状況

№

※宣言日(ウェブサイト掲載日）から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。

3

【目標】
・観光資源の保全と住み良いまちづくりに積極的な取り組みをします。近郊地域の小中学校へ質の高い教育に向け
ての貢献をします。

【実施状況】
・地域清掃活動（会社周辺）については、冬期期間を除き実施しました。
＊回数は前年より減少（ゴミ等が少なく間隔を空けたため）
・エコキャップ36㎏を収集し、処理事業者へ提出しました（CO2の削減等にも寄与）。

1

【目標】
新たな休暇制度の導入によるライフワークバランスの充実を図ります。
人材育成と健康経営で働きがいのある職場づくりを目指します。

【実施状況】
・休暇制度については,現状介護支援を拡充することを検討中（休暇含む）です。
・健康経営の促進については、健診受診率100％達成と健康補助食品の摂取を推奨しました。
・資格取得支援については、支援制度を利用し3名が資格取得しました。また、本年度はハラスメントの防止に向けて
コンプライアンス研修を全社員対象で実施しました。
・デジタル化の推進については、基幹業務システムの更新に向けて業務棚卸を実施し、最適なシステムの導入を目
指して取り組んでいます。

2

【目標】
環境に配慮した省エネ・リサイクルへの積極的な取り組みと環境にやさしい運転やアイドリングストップを心掛け二酸
化炭素の排出削減に努めます。

【実施状況】
・駐車場白熱灯を一部LED証明に交換。環境基準性能の高い新型バス導入し、CO2の削減に取り組みました。
・ペーパーレス化の実現に向けてデジタル化（基幹業務システムと連動）を検討中です。
・EV車両（営業車、バスともに）は昨年同様に未導入。普及・実用化状況を鑑みて導入可否を決定したい。
・営業車（バス、乗用車）のアイドリングストップを推奨し、全車両で実施しています。季節的諸条件を考慮し、継続的
に実行しています。
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